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木のある暮らしづくり

災害時にも強い持続可能な北海道のための
地域づくり人材育成事業

もり森応援隊メンバー 18 人
さとやま遊歩道に
関わった地域住民 15 人

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 60 ％
 福井県
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活動内容と成果
● 間伐作業のための使用機械の安全研修を行うこと
ができた。また、薪材の加工・調整を行うための薪
小屋作りを行い、薪の自給のための環境整備を
行った
● さとやま遊歩道の整備のための植樹活動は、地域
住民の協力を得て行うことができた。また、木と親
しむための広場の整備や木製ベンチの配置なども
行った
● 木を活用するための木育プログラムである「ウッ
ドプログラム」を五つ作ることができ、提供できる
状況を構築した

活動内容と成果
教育機関や地域NPOと連携して、延べ189日にわ
たって、現場実践型プログラムを実施。延べ341人が
参加した。その内、5人が2週間以上の長期滞在型で
活動に参加した。また、オンラインを活用したプログ
ラムを6回実施し、延べ142人が参加。運営には計24
人のボランティアメンバーが参画した。参加者、受入
側、送り手からも継続的な運営が望まれており、資金
調達と活動方針について検討を重ねた。今までの実
績と新型コロナウイルス感染拡大による課題から、e
ラーニングシステムと連動した会員サービス構築を
目指す方針が立った。

課　題
今まで密接していた森とひととの暮らしの関係が現代
において離れてきており、それにより森林の荒廃が進
んでいる。また、自然災害時の林地残材の流出などが課
題となっている。

目　標
森林資源を活用して森や木の価値を再評価し、森とひ
ととの暮らしの関係を再構築することで、森と親しみ、
森とともに暮らす調和のとれた木のある暮らしづくり
を実践すること。

課　題
慢性的に人材不足である地域団体と現場実践型学習の
場を求める大学等教育機関のマッチングによる人材育
成が求められているが資金面等の課題から継続的な運
営が困難である。

目　標
本事業が持続可能な地域のための人材育成手法として
継続的に運営され、オンラインと現場実践型プログラ
ムによって各地で次世代を担う地域づくり人材が育成
されている。
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■苦労した点
新型コロナウイルスの影響により、
イベントや体験会などの実施を見
送った。

■工夫した点
新型コロナウイルスの影響もある
中、地域住民や他団体との連携を深
め、環境整備の取組みを進めること
ができた。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍での感染対策
や参加基準の策定などに苦労した。
特に地域差や個人差があるので、地
域・団体内での合意形成に苦労した。

■工夫した点
オンラインの場づくりでは、雑談で
きる時間を意図的に取るなど工夫し
た。配信型と交流型等オンラインの
中でも使い分けを行った。

間伐による薪の供給、さとやま遊歩道による森林公園の造成、及び当該地域の環境
に合った木育プログラムを進めることで、森とひととの暮らしの関係の再構築を
行い、木のある暮らしを実践していく。

eラーニングシステムを活用したオン・オフラインの使い分けによる現場実践型プ
ログラムの構築を目指す。また、新たな会員サービスの構築を行うことによって、
より多様な関わり方のできるプロジェクトを目指す。
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さとやま遊歩道の整備状況さとやま遊歩道の整備状況
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活動人数 341 人

活動地域 7 市町村

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 60 ％
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